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広報

鞍手中学校「第１期生」旅立ちの日
３月 10 日、鞍手中学校で第１回卒業証書授与式が行われました。
今年卒業したのは平成 12 年４月２日から 13 年４月１日までに生
まれた 144 人。卒業生を代表して石田旭昇さん、宮谷桃子さんが
答辞を行いました。鞍手中学校開校初年度に第１期生として、また、
最高学年生として奮闘し培った力は、これからの人生に役立つ大き
な力となることでしょう。4 April
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松
ま つ お

尾侑
ゆ な

奈ちゃん
平成26年４月20 日生まれ
ゆなちゃん、2 歳おめでとう�
最近はおしゃべりや歌をよ
く歌ってくれて楽しませても
らってます。これからも素敵な
笑顔で周りを幸せにしてくだ
さい♡（父　裕也さん・母　理
恵さん・小牧）

中
な か ま る

丸陽
ひ な

奈ちゃん
平成27年４月20日生まれ
陽奈ちゃん1歳のお誕生日おめ
でとう♡陽奈ちゃんが可愛く
て仕方ないお兄ちゃんたちは
いつも陽奈ちゃんの取り合い
に。わが家のお姫様、陽奈ちゃ
んの笑顔でみんな幸せです。

（父　裕司さん・母　理恵さん・
中山）

まちの話題 My Town Topics
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防火意識を高めて
▶古月小児童が防火標語コンクールで最優秀賞受賞

鞍手中「第１期生」旅立ちの日
▶鞍手中学校で第１回卒業証書授与式

　毎年３月１日から７日までの 1 週間は春季全国火災予
防運動の期間です。これに合わせ、直方・鞍手広域市町
村圏事務組合消防本部が、宮若市・鞍手郡内の小学６年
生（当時）を対象に「児童防火標語コンクール」を実施。
応募総数 409 点の中から、最優秀賞１点、
優秀賞１点、入選４点が選出されました。
　最優秀賞は、古月小学校・山本良輔さんの
作品「うっかりを　なくしてしっかり　火の
始末」。３月１日、古月小学校で表彰式が行
われ、末吉消防長から山本さんへ賞状と記念
品が授与されました。山本さんは受賞に際し
て「これからはこの標語を大切に、防火を心
がけたい」と話してくれました。

　みんなで歌う最後の時。別れを惜しんで涙を流す生徒
の姿も見られました。３月 10 日、鞍手中学校で第１回卒
業証書授与式がありました。
　今年の卒業生は、平成 12 年４月２日から 13 年４月１
日までに生まれた 144 人。全力で頑張った運動会、友情
を深めた修学旅行、最高に楽しかった文化祭など、それ
ぞれに思い出がよみがえってきたことでしょう。式では「３
年間で培ってきた生きる力と、私たちを支え励ましてくだ
さったすべての方々への感謝の思いを胸に、これからも頑
張っていくことを誓います」と卒業生を代表して石田旭昇
さんと宮谷桃子さん。これからの人生で必要なものを中
学校生活で身に付けることができたようです。鞍手中第１
期生が作り上げた校風は、永く引き継がれていきます。

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳ま
でのちびっ子を募集しています。５月生まれは、４月 11 日（月）までに
申し込んでください。

▼
お待ちしています

申し込みはメールまたは持込みで
　申し込みの際は、➊顔写真のデータ（持込
みの場合はプリント写真も可）➋お名前➌生
年月日➍メッセージ（80 文字以内）➎保護者
氏名➏住所➐連絡用の電話番号を jouhou@
town.kurate.lg.jp にメールでお送りいただ
くか、役場政策推進課（☎４２局２１１１番）
までお持ちください。



野
の だ

田來
ら い む

夢くん
平成26 年４月19 日生まれ
來夢くん、２歳のお誕生日おめ
でとう�食欲旺盛でアンパン
マン博士で、笑顔の可愛い來夢
のことがみーんな大好きです
♡これからもお姉ちゃんと仲
良く元気に育ってね�（母　亜
実さん・八尋）

松
ま つ も と

本千
ち か

佳ちゃん
平成25年４月７日生まれ
千佳ちゃん、３歳のお誕生日お
めでとう。保育所に通い始めて
１年、たくさんお友だちもで
き、１人で色んなことができる
ようになったね。これからもお
友だちと楽しい思い出を作っ
て元気に育っていってね♪（父   
竜太さん・母　桃子さん・古門）

三
み し ま

嶋舞
ま お

桜ちゃん
平成26年４月２日生まれ

舞桜ちゃん♡２歳のお誕生日
おめでとう�かわいいおしゃべ
りとあどけない笑顔に家族み
んなが癒されます。これからも
大好きなお兄ちゃんと仲良く、
すくすく育ってね�（父　圭介
さん・母　珠美さん・中山）

４月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく
日記
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　おいしいみそ汁を作りたい…。真剣な表情で農業女性の会
の皆さんの説明を聴く児童たちからは、そんな思いが伝わっ
てきます。３月３日は古月小学校で、４日は西川小学校で、
14 日には剣北小学校で３年生（当時）が、豆腐のみそ汁作り
を行いました。大豆の種まきから始まった食育体験活動もい
よいよ大詰め。児童たちは農業女性の会の皆さんの指導のも
と自分たちの手で作った大豆やみそを使って、豆腐のみそ汁
を作り上げました。このみそ汁は、全校児童や先生たちにも
振る舞われ、おいしいと評判だったようです。

先生たちも絶賛のおいしさ
▶古月・西川・剣北小児童が豆腐のみそ汁作りに挑戦

　２月 27 日、男女共同参画ネットがくらじの郷で開催され
ました。日常生活の中で男女それぞれに違う大変さを、ネッ
ト会員が中心となって演じた寸劇は、それぞれ異性の大変さ
を知らなければ男女共同参画は実現できないという問題提
起となったようです。劇中には、德島町長が本人役で登場し、
来場者を驚かせる場面も。寸劇の後には、社会福祉法人直
鞍会理事長の小西重信さんによる講演会が行われ、一人ひ
とりの個性を尊重していくことが、最終的には男女共同参画
に繋がっていくという話に、来場者たちは納得の様子でした。

身近なテーマを問題提起に
▶くらじの郷で男女共同参画ネットの寸劇と講演会

　３月７日、長谷区長・菰野静人さんとその呼びかけで集まっ
た長谷区の皆さん（16 人）が、まちづくり仕掛け人・今泉重
敏さんと長谷区内で「まち歩き」を行いました。これは、町が
県の地域づくりアドバイザー派遣事業を活用し、観光資源の発
掘を目的に行ったものです。左の写真は長谷観音のほど近くに
立っている木々です。この木をよく見てみると何かに見えてく
る…そんな特徴を活かして区長が謎なぞ看板を設置されていま
す。これも1つの観光資源。普段何気なく通る道も、ゆっくり
歩いてみると面白い発見に出会えるかもしれません。

この木、何の木？
▶長谷区で地域づくりアドバイザーとまち歩き
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く
ら
て
の
芸
能
人
が
大
集
合

第
25
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で

は
、
次
の
と
お
り
第
25

回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者

が
多
数
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連
盟
（
中

央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０

番
ま
で

読
み
聞
か
せ
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

● 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」
で

は
、
読
み
聞
か
せ
活
動

の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
本
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館
・
く
ら
じ
の
郷

●
活
動
内
容　

読
み
聞
か
せ
活
動
や
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
手
伝
い
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

由
衛
久
子
☎
４
２
局

７
８
１
７
番
ま
た
は
中
央
公
民
館
ま
で

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

森  恵津子さん
（新北）クラフト

昨年、自宅の庭に咲い
た花を乾燥して、リース
台にアレンジしました。
ミニバラ、百日紅、
アジサイ、ハー
ブ、その他 13
種類のドライ
フラワーリー
スです。テー
マは「春」です

（円形 40cm）。

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
で
は
、
５
歳
児
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
鞍
手
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
初
心
者
か
ら
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
と

い
う
人
ま
で
、
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
プ

ロ
の
コ
ー
チ
が
一
人
ひ
と
り
の
「
サ
ッ
カ
ー
が

楽
し
い
！
」「
上
手
く
な
っ
た
！
」
を
実
現
し

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
無
料
体
験
会
か
ら
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
問
い
合
わ
せ　

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
普
及

部
コ
ー
チ
・
上
村
☎
（
０
８
０
）
４
４
０
６

局
１
９
１
７
番
ま
で

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人

権
意
識
の
向
上
を
め
ざ
す
人
権
教
育

啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍

手
町
人
権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
人
権
学
習
や
自
学
学
習
、

様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

随
時
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝

毎
週
月
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
６

時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣

保
館
▽
対
象
者
＝
新
延
小
学
校
・

剣
北
小
学
校
・
剣
南
小
学
校
・
古

月
小
学
校
の
児
童

●
八
尋
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会 

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後

４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で

▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所
▽
対

象
者
＝
西
川
小
学
校
・
室
木
小

学
校
の
児
童

●
鞍
手
中
学
生
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
八
尋
集
会
所
▽
対
象
者
＝
鞍

手
中
学
校
生
徒

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学

習
係
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４

２
局
７
２
０
０
番
ま
で

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
で
は

次
の
と
お
り
平
成
28
年
度
家
庭
倫
理

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

４
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

一
般
社
団
法
人
倫
理
研

究
所
講
師
・
平
島
幸
子
さ
ん

●
入
場
料　

千
円

●
託
児　

あ
り

●
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会

筑
豊
☎
４
２
局
６
６
３
１
番
ま

で

体
験
学
習
や

自
学
学
習
も
で
き
ま
す

鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

平
成
28
年
度

家
庭
倫
理
講
演
会

●
家
庭
倫
理
の
会
筑
豊

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の

無
料
体
験
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
普
及
部
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Relay Essay

「
晴
れ
た
ら
い
い
ね
」と
い
う
題
を
考
え

て
み
ま
す
。
空
が
晴
れ
る
と
風
景
が
よ
く

見
え
て
嬉
し
い
。「
空
」
を
「
心
」
に
置

き
替
え
て
み
る
と
、
人
生
が
よ
く
見
え
る

と
い
う
大
き
な
視
点
に
な
る
。
若
い
こ
ろ

は
心
が
晴
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
語
に
ア
ン
ニ
ュ
イ
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
心
が
晴
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。
年

を
重
ね
て
八
十
を
越
し
て
、
若
い
こ
ろ
に

見
え
な
か
っ
た
世
界
が
よ
く
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
う
。
体
力
の
衰
え
を
感
じ

る
反
面
、
晴
れ
や
か
な
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
自
分
の
歩
い
て
き
た
人
生
に
道
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
行
先

が
歩
い
た
経
験
の
上
か
ら
よ
く
見
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
動
体
は
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
る
ほ
ど
視
野
は
狭
く
な
る
。
ゆ
っ
く

り
歩
く
ほ
ど
視
野
は
広
が
る
。
む
や
み
に

走
っ
て
つ
ま
ず
く
若
い
人
た
ち
の
、
つ
ま

ず
く
原
因
が
何
で
あ
る
か
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
に
晴
れ
や
か
な
こ
と

で
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
デ
ル
フ
ォ
イ
の

神
殿
の
神し

ん
た
く託
、
そ
れ
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
ど

の
聖せ

い
け
ん賢
の
哲
学
的
な
言
葉
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
う
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
生
活
が
営

ま
れ
た
と
い
う
。
な
ん
と
い
う
文
明
社
会

で
あ
っ
た
こ
と
か
。
そ
の
デ
ル
フ
ォ
イ
の

神
殿
の
刻こ

く
ぶ
ん文
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ

た
。幼

き
者
は
行
儀
よ
き
者
と
な
り

青
年
と
な
ら
ば
自
制
知
る
者
と
な
り

壮
年
と
な
ら
ば
正
義
知
る
者
と
な
り

老
年
と
な
ら
ば
よ
き
助
言
者
と
な
れ

し
か
ら
ば
汝
、
悔
い
な
き
死
を
得
ん

と
。
聖
賢
の
正
し
い
道
を
踏
ん
で
堂
々
と

歩
み
、
悔
い
な
き
死
を
得
る
こ
と
こ
そ
、

晴
れ
や
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

と
私
は
思
っ
て
い
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

合　

掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
野
賢
珠
さ
ん
（
八
尋
・
81
歳
）

VOL
205

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
舟
津
津
代
士
さ
ん
（
室
木
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み 河野ミツヱさん
（中山）

栗田  武さん
（中山）俳句

春を待ち、寒い
日々御山に向かっ
て白い息を吐きな
がら歩かれている
姿を詠みました。

冴
え
返
る  

道
行
く
人
の  

影
こ
ゆ
し

一
枚
の
毛
布
が
心
を
つ
な
ぐ

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
直
鞍
支
部

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、自

然
災
害
、社
会
情
勢
に
よ
り
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
人
た
ち
に
毛
布
を
送
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
毛
布

の
輸
送
料
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。毛
布
で
な
く
輸
送

料
（
千
円
）
の
負
担
で
も
可
）
事
前
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
詳
し
い
内
容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

●
収
集
期
間　

５
月
末
日
ま
で

●
注
意
点　

破
れ
た
毛
布
、綿
毛
布
、ベ
ビ
ー
毛
布
、

こ
た
つ
布
団
な
ど
は
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進

協
議
会
（
下
村
）
☎
４
２
局
７
７
５
７
番
ま
で

若
宮
商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
と
お
り
第
３
回
宮
若
体
験
型
婚
活
を
行
い

ま
す
。
奈
良
時
代
か
ら
続
く
脇
田
温
泉
の
老
舗
旅
館
で
、「
い
い
結
（
ゆ
）」
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

５
月
21
日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら
22
日
（
日
）
午
前
11
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

脇
田
温
泉 
喜
楽
荘
（
宮
若
市
湯
原
１
３
９
８
番
地
）

●
参
加
資
格　

24
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
独
身
の
男
女
（
当
日
は
免
許
証
等
の

身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
定
員　

男
女
各
15
人
（
先
着
順
の
た
め
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費　

１
人
あ
た
り
一
万
五
千
円
（
１
泊
２
食
付
）

●
申
込
方
法　

若
宮
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
婚
活
申
込
フ
ォ
ー
ム 

（http://w
akam

iya-shokokai.jp/konkatsu
）
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
若
宮
商
工

会
こ
ん
か
つ
係
☎
５
２
局
０
６
４
０
番
ま
で

温
泉
宿
コ
ン
で
恋
の
予
感
…

第
３
回
宮
若
体
験
型
婚
活
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
若
宮
商
工
会
青
年
部

シンプルで美しい模
様を選び編みました。
ステキなプルオーバー
の出来上がりです。



2016. ４−６

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／４月の休館日は、６日（水）です。
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　ちいさなその手をのばしてごら
ん。さあ、手と手をつないで、ふ
たりでいっしょにでかけよう。
　ドイツで注目の絵本作家が描く
心あたたまる絵本です。

手と手をつないで
作＝マーク・スペアリング

　ゲームは子どもに悪影響？ 教育にはいつ
投資すべき？ ご褒美で釣るのっていけな
い？
　「ゲームが子どもに与える影響」から「少
人数学級の効果」まで、今まで「思い込み」
で語られてきた教育の効果を、科学的根拠
から解き明かした画期的な一冊です。

学力の経済学
作＝中室牧子

中でもこの本がオススメです。

今月新しく入りました。

あたたかいふれあいのひとときを。

ブックスタート

ブックスタート。それは、絵本を通して、家庭内で赤ちゃん
と「あたたかい、ふれあいの時間」を持つきっかけを作るた
めの取り組み。どこの家庭でもすぐに絵本を開いて楽しんで
もらいたい。そんな願いを込めて、４か月健診時にすべての
赤ちゃんに同じ絵本が入ったブックスタートパックを差し上
げています。

◉なぜ絵本なの？
　赤ちゃんには「自分は大切な存在である、愛されてい
る存在である」と思える体験が大切だと言われています。
赤ちゃんを抱いて語りかけ、顔を見て、一緒に楽しいひ
とときを過ごす。絵本にはそんな体験を、同時に、そし
て、だれもができる良さがあるのです。

◉赤ちゃんに絵本は早いのでは？
　赤ちゃんにも好きな絵や音、色があるように、絵を見
つめたり指さしたり、読んでくれる人をじっと見つめて
声に耳を傾けたりと、赤ちゃ
んなりの絵本の楽しみ方があ
ります。同じ絵本、同じ絵な
のに、その反応は一人ひとり
さまざま。そんな赤ちゃんの
姿を見ている大人も楽しくな
ります。

◉４月 23 日は「子ども読書の日」
　中央公民館図書室では、４月23日の「子ども読書の日」
にちなんで、次のとおり「子どものオススメ絵本」を展
示します。普段は手にすることの少ない子どもたちの本。
ぜひこの機会に手にとってみてはいかがですか。（展示
期間中は、展示本の貸し出しはできません）

●とき　４月18日（月）から５月８日（日）まで
●ところ　中央公民館ロビー

Share Books
　大好きな人との時間を絵本で分かち合う。みなさんで
楽しんでみてはどうですか。

※４月の新刊は、１日（金）から貸出します。

一般の本
・獅子吼（作＝浅田次郎）
・人魚の眠る家（作＝東野圭吾）
・犬の掟（作＝佐々木　譲）
・花冷えて（作＝あさのあつこ）
・服を買うなら、捨てなさい（作＝地曳いく子）

子どもの本
・コトリちゃん（作＝とりごえまり）
・たまおくんは　たまごにいちゃん（作＝あきやま

ただし）
・いつだって　ともだち（作＝内田麟太郎）
・ちいさなごるり（作＝松居スーザン）
・かようびのドレス（作＝ボニ・アッシュバーン）
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Health吉村薬剤科長の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
「
お
薬
手
帳
」
は
、
薬
や
副
作
用
歴
な
ど
の
情
報
を
１
冊
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と

で
、
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
き
る
限
り
１
冊
に
ま
と
め
て

医
師
や
薬
剤
師
に
見
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

吉
村
昌
克
さ
ん
・
よ
し
む
ら
ま
さ
か
つ
・
昭
和
61
年
福
岡
大
学
薬
学
部
卒
業
。
昭
和
62
年
鞍
手
町
立
病
院
勤
務
。

平
成
27
年
4
月
よ
り
、
く
ら
て
病
院
薬
剤
科
長
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

病
院
で
お
医
者
さ
ん
か
ら
「
お
薬
手
帳
」
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
い

く
つ
か
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
す
べ
て
見
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？
（
54
歳
・
女
性
）

「
お
薬
手
帳
」
は
、自
分
が
使
っ
て

い
る
薬
の
名
前
・
量
・
日
数
・
使
用
法

な
ど
を
記
録
で
き
る
手
帳
で
す
。
副

作
用
歴
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
過

去
に
か
か
っ
た
病
気
、
体
調
の
変
化

な
ど
に
つ
い
て
も
記
入
で
き
ま
す
。

「
お
薬
手
帳
」
は
、
薬
を
服
用
し

て
い
る
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に

大
変
役
立
ち
ま
す
。

①
重
複
投
与
や
相
互
作
用
の
防
止

ほ
か
の
病
院
・
薬
局
に
行
く
と
き

や
、市
販
の
薬
を
買
う
と
き
に
「
お
薬

手
帳
」
を
提
示
す
る
と
、
医
師
、
歯
科

医
師
、薬
剤
師
が
あ
な
た
の
服
用
中
の

薬
を
確
認
で
き
る
の
で
、同
じ
よ
う
な

薬
を
重
複
し
て
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と

お
薬
手
帳
と
は
？

①
お
薬
手
帳
は
１
冊
に

病
院
毎
に
分
け
て
「
お
薬
手
帳
」
を

何
冊
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
れ
で
は
「
お

薬
手
帳
」
の
利
点
が
生
か
せ
ま
せ
ん
。

情
報
は
１
冊
の
「
お
薬
手
帳
」
に
ま
と

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一

冊
の
お
薬
手
帳
は
、
ど
の
病
院
・
薬
局

で
も
使
え
ま
す
。

②
病
院
・
薬
局
へ
行
く
と
き
は　
　

忘
れ
ず
に

病
院
や
薬
局
に
あ
な
た
の
情
報
が

す
ぐ
に
伝
わ
り
、的
確
な
治
療
の
助
け

に
な
り
ま
す
。

③
ア
レ
ル
ギ
ー
や
副
作
用
歴
は
必
ず

記
録
を

薬
を
飲
ん
で
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
た

り
、気
分
が
悪
く
な
る
な
ど
の
副
作
用

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
必
ず
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
市
販
薬
（
一
般
医
薬
品
）
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
を
買
う
と
き
も

市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
病

院
で
も
ら
う
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
が

悪
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
お
薬
手
帳
」

が
あ
れ
ば
、薬
剤
師
が
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
参
考
に
な
り
ま
す
。

医
師
や
薬
剤
師
か
ら
「
お
薬
手

帳
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」「
お
薬
手

帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
」
な
ど

と
尋
ね
ら
れ
た
と
き
は
、
あ
な
た

の
健
康
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
お
見

せ
く
だ
さ
い
。「
お
薬
手
帳
」
が
あ

れ
ば
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
過
去
に

使
用
し
た
薬
や
現
在
使
っ
て
い
る

薬
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
で
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
お
薬
手
帳
は
健
康
管
理
の
強

い
味
方
と
も
言
え
る
の
で
す
。

や
、飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
を
飲
ん
で

し
ま
う
の
を
避
け
ら
れ
ま
す
。

②
副
作
用
の
再
発
防
止

体
に
あ
わ
な
い
薬
を
記
入
し
て
お

け
ば
、同
じ
薬
が
処
方
さ
れ
る
の
を
避

け
ら
れ
ま
す
。

③
災
害
時
や
旅
先
で
の
急
病
や
ケ
ガ

災
害
時
や
旅
先
で
の
急
病
や
ケ
ガ

で
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
薬
局
に
行

け
な
い
場
合
に
も
、普
段
服
用
し
て
い

る
薬
が
わ
か
り
ま
す
。東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
、「
お
薬
手
帳
」
を
持
っ
て

避
難
さ
れ
た
人
た
ち
は
、速
や
か
に
こ

れ
ま
で
と
同
じ
薬
を
継
続
投
与
で
き

た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

④
質
問
や
意
見
、
要
望
な
ど
の
メ
モ
帳

薬
に
関
す
る
質
問
や
お
困
り
の
こ

と
が
あ
っ
て
も
、い
ざ
そ
の
と
き
に
な

る
と
言
い
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
思
い
つ
い
た
と
き
、す

ぐ
に
「
お
薬
手
帳
」
に
記
入
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
が
あ
る
と

こ
ん
な
に
安
心
で
す

お
薬
手
帳
の
正
し
い
使
い
方

健
康
管
理
の
強
い
味
方
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　４月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 ４月14日㈭ 平成 27 年 11 月 24 日から
平成 27 年 12 月 21 日生まれ

７か月健診
４月28日㈭

平成 27 年 8 月 28 日から
平成 27 年 10 月 1 日生まれ

12 か月健診 平成 27 年 4 月 1 日から
平成 27 年 4 月 30 日生まれ

１歳半健診
４月 7日㈭

平成 26 年 9 月 4 日から
平成 26 年 10 月 7 日生まれ

３歳健診 平成 25 年 3 月 4 日から
平成 25 年 4 月 7 日生まれ

乳幼児相談 ４月27日㈬ 平成 28 年 1 月 24 日から
平成 28 年 2 月 27 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

乳幼児健診・相談

わくわくクッキング
子育て中のお母さん、家族のため

に栄養バランスのとれた簡単・おい
しいメニューを実習してみませんか。
鞍手町食生活改善推進員の皆さん
が、料理のコツも一緒に教えてくれます。託児もあり
ますので安心してご参加ください。
● とき　５月 11 日、７月６日、９月７日、11 月２

日、平成 29 年１月 11 日（いずれも水曜日）の午
前 10 時から午後１時まで。可能な限り全５回継
続してご参加ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 対象者　乳幼児、小中学生の子を持つお母さん
● 定員　20 人
● 参加費用　１回につき 300 円程度
● 申込期限　４月 28 日（木）
● 申し込み　総合福祉センターまで

妊娠がわかったら、母子手帳の交付を受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

ジカ熱を予防しましょう
ジカウイルス感染症（ジカ熱）は、主にウイルス

を持った蚊が人を刺すことで感染しますが、性行為
による感染が疑われる事例も報告されています。妊
娠中の女性が感染すると、胎児に小頭症などの先天
性障害を起こす可能性がありますので、妊婦及び妊
娠の可能性がある人は、ブラジルなど流行地域への
渡航を控えましょう。

また、流行地域から帰国した男性で妊娠中のパー
トナーがいる場合、性行為の際はコンドームを使用
し、パートナーへの感染を予防しましょう。

総合健（検）診のお知らせ
生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を

受け、健康づくりに取り組みましょう。

と　き ところ
５月  16日（月）、17日（火） 総合福祉センター
６月 1日（水）、2日（木）、3日（金） 中央公民館
７月  24日（日）、25日（月）、26日（火） 総合福祉センター

● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで。
混雑緩和のため受付時間を 20 分ごとに区切って
案内しています。健診の案内票をご覧のうえ、受
診してください

● 申込方法　健（検）診希望日の１か月前までに事前
にお送りしている申込書を返送してください。な
お、申込書が届いていない場合は、総合福祉セン
ターまでご連絡ください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス・結核検診）、特定健診、基本健診

● 申し込み　総合福祉センターまで
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SupportCOMMENT国民年金からの
お知らせです  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

種別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者 自営業、学生など 厚生年金や共済組合に
加入している会社員や公務員

第２号被保険者に
扶養されている配偶者

保険料の納め方

納付書や口座振替などにより
個人で納めます。
保険料は月額 16,260 円です

給与から職場の年金制度の保
険料を納めています。国民年
金保険料を個別で納める必要
はありません

配偶者の勤務先に届け出てい
れば、自分で保険料を納める
必要はありません

加入手続き お住まいの市区町村役場に自
分で届け出ます

勤務先が年金事務所に届け出
ます

配偶者の勤務先が年金事務所
に届け出ます

日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未
満の人は国民年金に加入しなければ
なりません。被保険者の種類は働き
方などによって次の３種類に分かれ
ています。老後の生活保障や障害を
負ったときのためにも必ず加入手続
きをしてください。

A答え

私は今年、会社を退職す
る予定です。まだ 60 歳に
なっていないので国民年
金に加入するように言わ
れたのですが、必ず加入
しなければならないので
しょうか。

Q疑問

こんなときには、
　  　　こんな手続きを

国民年金の加入の種別が変更になったときには忘れずに届け出ましょう。
次の表のような場合は変更を届け出てください。
◆第１号被保険者（自営業・学生など）

こんなとき 変更後の種別 届け出先
会社員・公務員になった 第２号 勤務先
会社員・公務員と結婚し扶養されるよう
になった

第３号 配偶者の勤務先

◆第２号被保険者（会社員・公務員など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

退職した 第１号 役場
会社員・公務員と結婚し扶養されるよう
になった

第３号 配偶者の勤務先

◆第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されている配偶者）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

扶養からはずれた 第１号 役場
配偶者が退職した 第１号 役場
会社員・公務員になった 第２号 勤務先
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平
成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
注
射
の
日

時
と
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

集
団
注
射
を
利
用
せ
ず
に
掛
か
り

つ
け
の
獣
医
師
か
ら
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
、
役
場
農
政
環
境

課
で
「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
掛

か
り
つ
け
獣
医
師
が
発
行
す
る

「
注
射
済
み
証
明
書
」
と
手
数
料

五
百
五
十
円
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政
環
境

課
生
活
環
境
係
ま
で

環境
衛生 

役場生活環境係☎42局2111番

動物についての
おしらせですSanitation

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
…

愛
犬
に

愛
情
一
本

と　き ところ

４月 　 9：20 ～ 9：40

　 9：50 ～ 10：00

　10：10 ～ 10：30

　10：40 ～ 11：00

　11：10 ～ 11：20

　11：30 ～ 11：50

中山本村公民館

７日（木） 上新橋公民館

小牧公民館

大池公民館

本町公民館

城ヶ崎公民館

　 1：10 ～ 1：25

　 1：35 ～ 1：55

　 2：05 ～ 2：35

　 2：45 ～ 3：05

上木月公民館

木月公民館

弥生区公民館

中山西区公民館

８日（金） 　 9：20 ～ 9：40

　 9：50 ～ 10：00

　10：10 ～ 10：30

　10：40 ～ 11：00

　11：10 ～ 11：25

　11：35 ～ 11：50

新延古賀剣神社

泉水公民館

くらじの郷

七ヶ谷入口

神崎公民館

古門区公民館

　 1：10 ～ 1：35

　 1：45 ～ 1：55

　 2：05 ～ 2：15

　 2：25 ～ 2：35

　 2：45 ～ 3：05

新北公民館

八尋集会所

八尋神田公民館

神田公民館

室木公民館

26日（火） 　 9：20 ～ 9：30

　 9：40 ～ 9：55

　10：05 ～ 10：20

　10：30 ～ 10：50

　11：00 ～ 11：10

　11：20 ～ 11：45

猪倉公民館

中山北区公民館

中山南区公民館

い牟田公民館

昭和通り公民館

役場車庫前

午後

午後

午前

午前

午前

飼
い
主
の
い
な
い
猫

狂
犬
病
予
防
注
射

不
妊
・
去
勢
手
術
を

「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
え

さ
を
与
え
て
し
ま
う
と
、
次
々
に

子
猫
が
産
ま
れ
、
そ
の
子
猫
た
ち

は
保
健
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
、
嘉
穂
・
鞍
手
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
に
持
ち
込
ま

れ
た
七
百
六
頭
の
犬
猫
が
殺
処
分

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
猫
は

四
百
六
十
一
頭
、
う
ち
約
８
割
の

三
百
六
十
四
頭
が
子
猫
で
す
。

猫
は
年
に
２
・
３
回
出
産
を
す

る
た
め
、
す
ぐ
に
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
子
猫
を
産

ま
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
て
、
過
剰
繁
殖
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

生
ま
れ
て
く
る
ネ
コ

す
べ
て
に
責
任
を

持
て
ま
す
か
？

一組の
ネコから ･･･

INFORMATION

● 持ってくるもの　問診票（事前
に配布しています。また、新規
の場合はいずれかの注射日当日
に問診票をお渡しします）

● 料 金　 ▷ 注 射 の み ＝ 3,150 円
▷ 新 規 登 録 ＋ 注 射 ＝ 6,150 円

● 問い合わせ　嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所保健衛生課生活
衛生係☎（０９４８）２１局４９７３番まで



今
月
の
納
税
（
４
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
１
期
分

納
期
限
は
４
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

固
定
資
産
税
の
帳
簿
の

縦
覧
は
４
月
25
日
ま
で

自
己
の
所
有
す
る
土
地
や

建
物
の
価
格
を
、
町
内
の
他

の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
比

較
す
る
た
め
、
土
地
や
家
屋

の
価
格
な
ど
が
記
載
さ
れ
た

縦
覧
帳
簿
を
無
料
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
縦
覧
で
き
る

期
間
や
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
平
成
28
年
度

も
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細

書
を
納
税
通
知
書
と
一
緒
に

お
送
り
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
１
日
（
金
）

か
ら
25
日
（
月
）
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）

●
と
こ
ろ　

役
場
税
務
住
民

課
賦
課
係
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義

務
者
、
納
税
義
務
者
の
代

理
人
、
納
税
管
理
人

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
賦
課
係
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

４
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
４
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽
と

き
＝
４
月
14
日
（
木
）
午

前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
（
九

州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
４
月

21
日
（
木
）
午
後
１
時
か

ら
２
時
ま
で
（
あ
さ
ひ
補

聴
器
）
▽
と
き
＝
４
月
27

日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら

２
時
ま
で
（
小
倉
補
聴
器
）

　
　

役
場
の
相
談
で
は
、
受

付
順
の
番
号
札
を
配
布
し

ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談　

▽
と
き
＝
４
月
７
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

４
月
26
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
４
月
28
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

４
月
11
日
（
月
）
▽

受
付
（
順
番
の
抽
選
）
＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談
＝

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
行
政

相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な

た
の
悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被

害
者
の
早
期
救
済
を
目
的
に
、

警
察
、
弁
護
士
会
、
県
暴
追

セ
ン
タ
ー
等
が
連
携
し
て
、
次

の
と
お
り
面
接
、
電
話
に
よ
る

集
中
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
相
談　

▽
と
き
＝
４
月
16
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
飯
塚

市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
役
所
２
階
）
▽
相

談
電
話
＝
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
３
８
８
３
番
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
（
０
９
２
）
６
５

１
局
８
９
３
８
番
ま
で

くらしの情報

税
金

相
談

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2016 ４
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
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●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番



平
成
28
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

福
岡
県
で
は
次
の
と
お
り
、

県
の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を

い
た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の

18
歳
以
上
の
人
（
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
）。
た
だ

し
、
国
・
地
方
公
共
団
体

の
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、

平
成
26
・
27
年
度
県
政
モ

ニ
タ
ー
経
験
者
は
除
く

●
募
集
人
員　

三
百
人

●
任
期　

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
す
る
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
末
ま
で

●
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
（
３
回
程
度
）、
県

政
へ
の
提
案
（
意
見
が
あ

る
人
は
随
時
）

●
謝
礼　

図
書
カ
ー
ド
ま
た

は
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
（
選
択

制
）
を
進
呈

●
応
募
は
が
き
配
布
場
所　

役
場
政
策
推
進
課
、
県
庁

総
合
案
内
、
県
総
合
庁
舎
、

ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
観
光

情
報
ひ
ろ
ば
な
ど

●
応
募
期
限　

５
月
31
日（
火
）

消
印
有
効

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

応
募
方

法
な
ど

詳
し
い

こ
と
は
、

福
岡
県

県
民
情
報
広
報
課
広
聴
係

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
１
０
３
番
ま
で

歴
史
民
俗
博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
�

歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、

体
験
学
習
会
や
館
内
の
展
示

替
え
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
説
明
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

４
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時

●
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
博
物
館
ま
で

図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
�

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、

読
み
聞
か
せ
や
本
の
修
繕
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
説
明
会
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

４
月
20
日
（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民

館
ま
で

介
護
保
険
広
域
連
合

嘱
託
員
採
用
試
験

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
鞍
手
支
部
で
は
、
利
用
者

実
態
調
査
型
ケ
ア
プ
ラ
ン
点

検
業
務
等
の
た
め
、
介
護
支

援
専
門
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
し
、
５

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
人
。
自
家
用
車
で
の
調

査
活
動
が
出
来
る
人
な
ど

●
募
集
人
員　

１
人

●
雇
用
期
間　

６
月
１
日
か

ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
（
更
新
可
）。
週
４
日
、

29
時
間
勤
務

●
報
酬　

月
額
20
万
円
（
健

康
・
雇
用
保
険
加
入
）、
交

通
費
支
給

●
申
込
用
紙
配
布
場
所　

福

岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

鞍
手
支
部
・
遠
賀
支
部
、
役

場
福
祉
人
権
課

●
申
込
期
限　

５
月
16
日

（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
鞍
手
支
部
（
宮
若
市
）

☎
３
４
局
５
０
４
６
番
ま
で

自
衛
官
幹
部
候
補
生
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り

幹
部
候
補
生
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。

●
募
集
種
目　

▽
大
卒
程
度

試
験
＝
陸
上
一
般
要
員
、

海
上
一
般
・
飛
行
要
員
、

航
空
一
般
・
飛
行
要
員
▽

院
卒
者
試
験
＝
陸
上
一
般

要
員
、
海
上
一
般
要
員
、

航
空
一
般
・
飛
行
要
員

●
と
き　

５
月
14
日
（
土
）・

15
日
（
日
）（
15
日
は
飛
行

要
員
の
み
）

●
受
験
資
格　

▽
大
卒
程
度

試
験
＝
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人
ま
た
は
20
歳
以
上

22
歳
未
満
で
大
学
を
卒
業

し
た
人
（
見
込
含
む
）
▽
院

卒
者
試
験
＝
20
歳
以
上
28

歳
未
満
で
修
士
課
程
等
を

修
了
し
た
人
（
見
込
含
む
）

●
受
付
期
限　

５
月
６
日

（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
自
衛
隊
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

４
月
は
未
成
年
者
の

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
未

成
年
者
が
お
酒
を
飲
む
と
、

脳
の
機
能
低
下
、
肝
臓
等
の

臓
器
へ
の
障
害
、
性
ホ
ル
モ

ン
の
異
常
な
ど
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
お
酒
は

二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
４
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

保
温
材
撤
去
の
お
願
い

水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
凍
結
防
止
の

た
め
の
保
温
対
策
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
が
、
気
温
が

上
昇
し
凍
結
の
恐
れ
が
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
毎
月
の

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
も
、
保
温
材

の
撤
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
工
務
係
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
猟
犬
と
猟
銃
を

使
っ
て
駆
除
を
し
ま
す
の
で
、

山
に
入
る
と
き
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間　

４
月
１
日

（
金
）
か
ら
10
月
31
日
（
月
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
業
振
興
係
ま
で

障
が
い
者
の
皆
さ
ん

有
料
道
路
割
引
制
度
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

障
が
い
が
あ
る
人
が
車
に

乗
る
場
合
、
次
の
と
お
り
手

続
き
を
す
れ
ば
有
料
道
路
の

通
行
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
役
場
福
祉
人
権
課

で
で
き
ま
す
。

●
対
象
者　

身
体
障
が
い
者

本
人
が
運
転
す
る
か
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
第
１
種
）

ま
た
は
療
育
手
帳
（
Ａ
）

を
持
っ
て
い
る
人
を
常
時

介
護
し
て
い
る
人
が
運
転

す
る
場
合

●
対
象
の
自
動
車　

障
が
い

者
１
人
に
つ
き
１
台
の
自

家
用
車
（
営
業
車
は
対
象

2016. ４− 12

お
知

ら
せ

試
験

取
り
除
く

募
集



と
な
り
ま
せ
ん
）

●
必
要
な
も
の　

身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
車

検
証
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申

込
書
・
証
明
書
、
障
害
者

本
人
名
義
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー

ド
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
で

障
が
い
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
の
ん
」開
設
。

記
念
講
演
会
を
行
い
ま
す

直
鞍
地
区
２
市
２
町
の
障

が
い
者
相
談
支
援
の
中
核
的

な
役
割
を
担
う
機
関
（
障
が

い
が
あ
る
人
の
た
め
の
第
１

次
相
談
窓
口
）
と
し
て
、
次

の
と
お
り
障
が
い
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
の
ん
」

を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
に
は
、
障
が
い
者
虐
待

の
防
止
、
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
を
促
進
す
る
た
め
の

虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
機
能

も
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
設
に
伴
う
記
念

講
演
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
障
が
い

者
福
祉
に
関
す
る
知
識
を
深

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
相
談
支
援
業
務　

▽
と
き

＝
４
月
18
日
（
月
）
以
降

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）。
障
が
い
者

虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
は
24

時
間
対
応
▽
と
こ
ろ
＝
直

鞍
地
区
障
が
い
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
の

ん
」（
直
方
市
津
田
町
７
番

２
０
号
）
▽
相
談
電
話
＝

☎
２
４
局
１
５
５
１
番
ま

で
。
障
が
い
者
虐
待
防
止

に
関
す
る
相
談
は
☎
２
４

局
１
５
５
６
番
ま
で

●
記
念
講
演
会　

▽
と
き
＝

４
月
14
日
（
木
）
午
後
1

時
30
分
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝

直
方
市
中
央
公
民
館
▽
演

題
＝
「
障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す
た

め
に　

～
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
意
義
と
役
割

を
考
え
る
～
」
▽
講
師
＝

北
九
州
市
立
大
学
教
授
・

小
賀 

久
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
地
区

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
「
か
の
ん
」
☎

２
４
局
１
５
５
１
番
ま
で

平
成
27
年
国
勢
調
査

調
査
へ
の
ご
回
答

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
27

年
10
月
１

日
を
基
準

日
と
し
て

行
わ
れ
た

国
勢
調
査
へ
の
ご
回
答
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
26
日
、
総
務
省
統
計

局
か
ら
平
成
27
年
国
勢
調
査

人
口
速
報
集
計
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
の
で
本
町
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
人
口　

一
万
六
千
二
十
九

人
（
平
成
22
年
調
査
時
か

ら
千
五
十
九
人
減
）。
う
ち

男
性
七
千
五
百
三
十
四
人
、

女
性
八
千
四
百
九
十
五
人

●
世
帯　

六
千
三
百
九
十
二

世
帯
（
平
成
22
年
調
査
時

か
ら
百
十
八
世
帯
減
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

６
月
１
日
は

経
済
セ
ン
サ
ス－

活
動
調
査

総
務
省

と
経
済
産

業
省
は
、

平
成
28
年

６
月
１
日

現
在
で
、「
平
成
28
年
経
済
セ

ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て
の

事
業
所
及
び
企
業
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

調
査
票
は
、
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
５
月
中
に

訪
問
し
て
直
接
配
布
す
る
か
、

国
が
郵
送
し
ま
す
。
調
査
員

が
訪
問
す
る
場
合
は
、
必
ず

「
調
査
員
証
」
の
ほ
か
「
従
事

者
用
腕
章
」
を
身
に
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

くらしの情報

13 − 2016. ４

「高齢者向け給付金」の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”
にご注意ください

● 町や厚生労働省などが ATM（現金自動支払機）
の操作をお願いすることはありません。

● ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込
んでもらうことはできません。

● 町や厚生労働省などが、「高齢者向け給付金」を
支給するために、手数料の振り込みを求めるこ
とはありません

　町や厚生労働省などをかたる不審な電話や
郵便があった場合は、役場や警察署（または
警察相談専用電話（#9110））にご連絡くだ
さい。

！

確認じゃ！

高齢者給付金について
年金生活者等支援臨時福祉給付金

「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及
びにくい所得の少ない高齢者に対して、次のとおり「高齢者
向け給付金」（年金生活者等支援臨時福祉給付金）が支給さ
れます。
● 支給対象者　平成 27 年度分の住民税が課税されていない

人で、平成 29 年３月 31 日までに 65 歳以上になる人。た
だし、課税されている人に扶養されている場合や生活保
護等を受給している場合は対象になりません

● 支給額　対象者１人につき 30,000 円
● 基準日　平成 27 年１月１日
● 申請について
　▷とき＝５月２日（月）から８月１日（月）まで（土・日・

　祝日は除く）。時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分
　まで。ただし木曜日は午後７時まで

　▷ところ＝役場福祉人権課「高齢者向け給付金」窓口　
　（※基準日時点で、住民票がある市町村に申請してくだ
　さい）

　▷申請書類＝対象者には４月下旬に申請書を郵送します
● 問い合わせ　
　▷申請について＝役場福祉人権課　　　　　　　　　　

　☎４２局２１１１番（内線 244・245）まで
　▷制度について＝厚生労働省給付金専用ダイヤル　　　

　☎（０５７０）０３７局１９２番まで



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

21
年
４
月
２
日
か
ら
５
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

４
月
26
日

（
火
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
外

来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。
も

し
、
入
院
や
高
額
な
外
来
診

療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
早

め
に
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
５
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
16
年
５
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
４
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

　

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【２月中】 【累　計】
件 数 10 件（＋13） 件 数 15 件（±10）

死 者 00 人（±10） 死 者 220 人（±10）

傷 者 13 人（＋ 4） 傷 者 19 人（－ 1）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【２月中】 【累　計】

刑法犯総数 78 件（－38） 刑法犯総数 148 件（－ 58）

車上ねらい 2 件（－ 8） 車上ねらい 3 件（－ 16）

自転車盗難 0 4 件（－ 4） 自転車盗難 14 件（－ 7）

空き巣 0 4 件（± 0） 空き巣 7 件（－ 2）

2016. ４− 14

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

中央公民館母と子の図書室で、子
どもを対象としたお話の会を行いま
す。親子で聞きに来てみませんか。
● とき　４月９日（土）午前 10 時

から
● ところ　中央公民館（母と子の

図書室）
● 問い合わせ　中央公民館まで

● とき　４月 13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま
（中間市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

休日
　在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

●４月 17 日（日）のりまつ医院（猪倉）
☎４２局７００８番

福岡県警察からのお知らせ

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

子どもの
お話の会

● 最近の発生事例　
捜査第二課などの警察官をかたるオレオレ詐欺が
多発しています。内容は「捜査していたら、犯人
があなたの名前と連絡先を持っていた。」「被害に
あったらいけない。確認のために通帳残高と暗証
番号を教えてほしい。」など

警察が電話で暗証番号を聞いたり、現金や通帳等を
要求することはありません！
このような電話があった場合は、相手の警察署名な
どを聞いて 110 番通報してください。

◆被害額　3,020 万円
◆阻止額　5,698 万円

福岡県内の
ニセ電話詐欺
（平成 28 年中（１月末まで））



と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

受
診
票
を
送
付
し
ま
す

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予

防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

●
受
診
対
象
者　

後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者

●
受
診
票
の
送
付
時
期　

▽

平
成
28
年
４
月
末
現
在
で

被
保
険
者
の
人
＝
４
月
下

旬
▽
平
成
28
年
５
月
以
降

に
被
保
険
者
と
な
る
人
＝

被
保
険
者
と
な
る
月
（
75

歳
の
誕
生
月
）
の
上
旬

●
受
診
期
限　

平
成
29
年
３

月
31
日
（
金
）

●
受
診
方
法　

健
康
診
査
の

実
施
医
療
機
関
で
、
個
別

に
予
約
の
う
え
受
診

●
自
己
負
担
額　

五
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

５
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
26
年
５
月
２
日
か
ら
６

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

４
月
27
日

（
水
）、
28
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

「
通
知
カ
ー
ド
」
の

受
け
取
り
を
お
忘
れ
な
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
を
お
知
ら
せ
す
る
「
通

知
カ
ー
ド
」
を
平
成
27
年
10

月
５
日
時
点
の
住
民
票
情
報

を
基
に
、
簡
易
書
留
・
転
送

不
要
郵
便
（
世
帯
単
位
）
で

11
月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま

し
た
。
配
達
時
に
不
在
（
１

週
間
郵
便
局
で
保
管
）
や
転

送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
て
、
返
戻
と
な
っ
た
通
知

カ
ー
ド
は
役
場
で
保
管
し
て

い
ま
す
。
対
象
の
人
に
、
返

戻
の
お
知
ら
せ
を
普
通
郵
便
・

転
送
可
能
で
送
付
し
ま
し
た

が
、
一
部
の
人
が
ま
だ
「
通

知
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

役
場
で
一
定
期
間
（
５
月

末
ま
で
を
予
定
）
保
管
し
た

後
は
、
廃
棄
処
理
と
な
り
、

そ
の
後
交
付
す
る
場
合
は
再

交
付
手
数
料
五
百
円
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
受
け
取
り
の
際
に
は
本
人

確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
住
民
係
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香
典

返
し
】

▽
石
松
健
男
様
＝
今
村
（
タ

カ
ヱ
）

▽
小
松
八
州
明
様
＝
小
牧
（
ノ

ブ
）

▽
浦
部
正
秀
様
＝
新
北
（
冨

志
子
）

●
く
ら
て
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
永
田
和
江
様
＝
中
山
南
（
有

田
政
住
）

▽
有
田　

健
様
＝
中
山
南
（
ク

メ
）

▽
長
谷
弘
則
様
＝
八
尋
（
ユ

リ
子
）  

※
鞍
寿
の
里
へ

▽
柴
田
正
治
様
＝
中
山
南（
磯

子
）

● 利用できる人　専修学校及び各種学校
（職業に必要な技術・技能の習得を目的
とした学科に限る）に経済的な理由で就
学することが困難な、中学校・高等学校
の新規卒業者及び当該年度の高等学校中
退者

● 使い道　授業料、実習費、入学金、入学
支度金など

● 貸付額　▷専門課程＝月額 53,000 円▷
その他＝月額 30,000 円▷入学支度金（１
回）＝ 100,000 円

● 利息　無利子
● 貸与の基準　世帯の収入が基準以下であ

ること、他の奨学金を受けていないこと
● 返済期間　在学期間の３倍以内（最長 12

年以内）
● 受付期限　５月 10 日（火）
● 問い合わせ　貸与事業の対象となる学校

など詳しいことは教育課生涯学習係まで

くらしの情報

15 − 2016. ４

愛の
贈

り
も
の

あなたの学習意欲を
応援します

若年者専修学校等技能習得資金

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・２月の人の動き

平成 28 年４月号  No.676

・人口　16,615 人
・男性　 7,892 人
・女性　 8,723 人
・世帯数  7,575 世帯

（平成 28 年２月 29 日現在）

・出生  4 人
・死亡  20 人
・転入  42 人
・転出    51 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

４月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 金
固定資産税帳簿の縦覧（※４月25日まで）（役場：８時30分～
17時 15分、11ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）

８ 金

９ 土 子どものお話の会（中央公民館：10時～、14ページ参照）

10 日

11 月 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、11ページ参照）

12 火

13 水

14 木 ４か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、11ページ参照）

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

22 金

23 土

24 日

25 月 固定資産税（第１期分）納期限（11ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、11ページ参照）

26 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、11ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、14ページ参照）

27 水
乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、15ページ参照）

28 木
７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、15ページ参照）

29 金 昭和の日

30 土

【ケーキ寿司】　１人当たりの栄養価　452kcal

　

【大根ステーキ】　１人当たりの栄養価　157kcal

■材料（６人分）
白米（３カップ）、飾り用ミニトマト（３個）、かいわれ
菜（1/3 パック）、【Ａ…酢（大さじ３）、砂糖（大さじ３）、
塩（小さじ 1/2）】、【Ｂ…ツナ缶（小２缶）、砂糖（大さじ１）、
しょうゆ（大さじ 1.5）】、【Ｃ…たまご（２個）、砂糖（小
さじ 1/2）、塩（ひとつまみ）】

■材料（６人分）
大根（600g）、生しいたけ（120g）、しめじ（120g）、バター

（30g）、サラダ油（大さじ１）、酒（大さじ２）、だし汁
（200cc）、しょうゆ（大さじ３）、みりん（大さじ３）、
ピザ用チーズ（100g）、みじん切りパセリ（適宜）

テーマ
「バランスの良い食事を」

■作り方
① 【Ａ】の材料で合わせ酢を作り、炊きたてのご飯と合

わせておく。
② 【Ｂ】の材料から、鍋に軽く油を切ったツナ缶、しょう

ゆ、砂糖を入れ、水分がなくなるまで煮詰める。
③ 【Ｃ】の材料から、たまごに砂糖、塩を加えて薄焼卵

を焼き、錦糸卵を作る。
④ ケーキの型にラップを敷き、底に錦糸卵を敷き詰め、

寿司めしを 1/2 量のせる。
⑤ 寿司めしをのせたら、しゃもじで全体を平らにならし、さ

らに上から②のツナそぼろをのせる。
⑥ 最後に残りの寿司めしをまんべ

んなく敷き詰める。平らになら
しながら押さえておく。

⑦ 上にお皿をかぶせ、くるっとひっ
くり返す。ミニトマトと、かいわ
れ菜で飾り、人数分に切り分ける。

■作り方
① 大根は３～４cm の輪切りにし、皮をむき、面取りし、

好みのかたさに下茹でしておく。生しいたけは軸を落
としておく。しめじは軸を除いてほぐしておく。

② フライパンに油とバターを入れ、大根に軽く焦げ目が
つくように焼きながら、きのこ類も横で焼く。酒、だ
し汁、しょうゆ、みりんを加え、
途中裏返しながら煮からめる。

③ 大根を煮汁ごと耐熱容器に移
し、きのこ、チーズをのせてオー
ブントースターなどでチーズが
溶けるまで焼く。みじん切りの
パセリをのせる。


